
【R5 四小テーマ】「自分も 友だちも みんな Smile ＆ 自分に Challenge」  

～ かがやく杉谷っ子のために ～ 島原市立第四小学校 

学校だより №136 

令和5年5月30日（火） 

文責：校長 大槻浩二 

R5杉谷っ子の心を見つめる教育週間 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

いのりの日 
 

 
 
 
 
 

 

６月１日（木）から 6 月６日（火）まで

の 1 週間を「杉谷（長崎）っ子の心を見

つめる教育週間」として、特に「命の大切

さ」を考える機会とし、様々な取り組みを

実施いたします。今年度は、4 年ぶりに期

間中の全ての期間を学校公開日としま

す。授業参観日は、2 日（金）に設定いた

しますが、その日以外でもご都合に合わ

せて授業等の参観ができますのでご来校

ください。 
 

２日の授業参観は、「命の大切さ」をテー

マとした道徳の授業を行います。詳しい

内容については、各学級よりお知らせが

あると思いますので、ご参加・ご協力をお

願いいたします。 

【教育週間中の主な取り組み】 

6 月 1日 「命の本」の読み聞かせ 

交通安全自転車教室 

ホタル博士の講話（6 年） 

 

  2 日 いのりの日集会 

道徳の授業参観・学級部会 

杉谷を愛する会（支援会議） 

ホタル捕り（6年・青少協） 

  ４日 市民清掃 

５日 全校朝会（校長講話） 

  期間中 学校公開日 

さわやかあいさつ運動 

情報モデル啓発学習 

四小スタンダート重点取組 

 

教育週間中の 2 日（金）には、「いのり

の日集会」を行います。平成 3 年の火砕

流による被災の体験を継承し、防災意識

を高め「生命・きずな・感謝の心」を大切

にする子どもを育てるため、島原市にと

っては、とても大切な行事です。 

 

今年度は、保護者のみな様に「災害に関

する記憶」についてレポートをお願いし

たところ、本当に貴重な体験談がたくさ

ん集まりました。この貴重な資料をもと

に、当時の写真を用いながら、子どもたち

に当時の様子を伝えたいと思います。こ

の貴重な資料は、今後の学習に生かすも

のとなりました。ご協力に感謝します。 
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いのりの日キャンドル作り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
※ 例年より暑くなる日が早く、多くなっているような 

気がします。子どもたちには、帽子着用や水分補給を 

呼びかけていますが、外で遊んだ後は汗びっしょりです。 

汗拭きタオルを毎日持たせるようにお願いします。 
 
第四小学校ホームページ 
【ＵＲＬ】 https://4sho.shimabara-edu.com/          ←QRコードで 

※ ホームページは、１日１回確認する習慣を！             ジャンプ！      
 

5 月２２日（月）、３・４年生が「いのり

の日キャンドルづくり」をおこないまし

た。まず、語り部の方から、雲仙普賢岳噴

火災害のことについて、お話を聞きまし

た。続いて、災害記念館の方をはじめとす

る関係ボランティアの皆様に作り方を教

えていただきながら、キャンドルを作り

ました。 

 

一人一人、自分の想いを込めて作るこ 

とができました。6 月 3 日に災害記念館

で行われる追悼行事「いのりの灯」には、

代表児童が参加して、キャンドルに点灯

する予定です。 

 
 

「
あ
り
が
と
う
」
の
ち
か
ら 

  

先
週
の
土
日
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ラ
グ
ビ

ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
社
会
体
育
大
会
で
子

ど
も
た
ち
の
学
校
外
で
の
活
躍
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

時
間
が
合
わ
ず
、
全
て
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

ま
た
次
の
楽
し
み
に
し
た
い
。 

 

バ
レ
ー
部
の
県
大
会
出
場
、
サ
ッ
カ
ー
部
フ
ッ
ト
サ
ル
県
大

会
出
場
、
ソ
フ
ト
部
の
優
勝
な
ど
結
果
も
素
晴
ら
し
い
。
何
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。 

 

次
の
日
、
何
人
か
の
児
童
が
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
求
め
て
応
援
に
行
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
し
、
「
ま
た

行
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る
。 

勝
利
や
技
能
も
大
切
だ
が
、「
心
」
が
伴
っ
て
こ
そ
、
誰
か

ら
で
も
応
援
さ
れ
る
真
の
ア
ス
リ
ー
ト
な
の
だ
。 

そ
の
こ
と
は
、
大
谷
翔
平
選
手
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
証

明
し
て
く
れ
て
い
る
。 

 
で
は
、
親
へ
の
「
あ
り
が
と
う
」
は
あ
っ
た
の
か
？ 

親
の
サ
ポ
ー
ト
を
当
た
り
前
だ
と
勘
違
い
し
て
い
な
い
か
。 

指
導
者
へ
の
感
謝
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
休
み 

の
日
に
送
迎
や
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
プ
レ
ー 

で
示
す
こ
と
は
当
然
、「
今
日
も
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
親 

こ
そ
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
人
生
の
先
輩
と
し
て
。 

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
や
行
為
に
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な 

く
、
社
会
で
必
要
な
力
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
。 


